
誰もが安心して学べる
学校・居場所づくり
誰一人取り残さない不登校対策

令和５年８月29日

岐阜市教育委員会事務局

学校安全支援課

第3回岐阜市総合教育会議
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資料１



明日もまた行きたいと思える学校づくりのために

楽しさをサポート

安心をサポート

学びをサポート

・ぎふＭＩＲＡＩ‘ｓ
・生命の尊厳・生き方の探究学習

・主任いじめ・いじめ対策監
・ここタン
・生徒指導サポーター
・スクールカウンセラー
・ほほえみ相談員
・Wサポートプラン

・ハートフルサポータ―
・ロイロノート
・スタディサプリ
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１ 岐阜市の不登校状況

２ 不登校児童生徒の実態

３ 岐阜市の取組

４ 誰一人取り残さない不登校対策
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１ 岐阜市の不登校状況

５７５ ６２８
７６０

９０２
１,１２６

岐阜市の不登校児童生徒数の推移（5年間）

不登校児童生徒数は5年間で約2倍
小学５年及び中学2年の増加

（人）
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（人）

（人）



１ 岐阜市の不登校状況

不登校児童生徒数・出現率（100人あたり）

全国的にも不登校児童生徒数・出現率は増加傾向
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１ 岐阜市の不登校状況

令和４年度 岐阜市の不登校児童生徒欠席日数別人数

比較的登校できている児童生徒と欠席が長期にわたる児童生徒とに二極化傾向
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（日） （日）

（人） （人）



身体の不調 中学生３２．６％ 小学生２６．５％

勉強が分からない 中学生２７．６％ 小学生２２．０％

先生のこと 中学生２７．５％ 小学生２９．７％

友だちのこと（いやがらせやいじめ以外） 中学生２５．６％ 小学生２１．７％

友だちのこと（いやがらせやいじめ） 中学生２５．５％ 小学生２５．２％

生活リズムの乱れ 中学生２５．５％ 小学生２５．７％

●学校に行きづらいと感じ始めたきっかけ（複数回答）

学校生活の不安や困り感がきっかけになることも

２ 不登校児童生徒の実態

不登校児童生徒の実態把握に関する調査報告書 （令和３年１０月 文部科学省）
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２ 不登校児童生徒の実態

不登校児童生徒の実態把握に関する調査報告書 （令和３年１０月 文部科学省）

誰にも相談していない児童生徒の割合が高い

●学校に行きづらいことについて相談した相手
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ICTを活用した子どもの健康サポート「ここタン」の「聞いてほしい」ボタンの利用状況（４月～６月）

SOSの出しやすさによる
不安や困り感への早期対応
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３ 岐阜市の取組

学校のこと 友だちのこと 家のこと その他 合計
小学校 ２６８件 ４８３件 １１０件 １７３件 １，０３４件
中学校 ９２件 ９３件 １９件 １１６件 ３２０件
全体 ３６０件 ５７６件 １２９件 １８９件 １，３５４件

（件数）

（割合（全体））



〇特別の教育課程
〇ハイブリッド授業
〇選択可能なカリキュラム
〇校則や制服がない自由な校風
〇カウンセリング・ソーシャルスキル
〇セルフデザイン
〇産学ブースによる学び

草潤中学校

ありのままの君を受け入れる新たな形

自己肯定感を育みながら、
その子らしく成長、自立へ
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３ 岐阜市の取組



安心できる居場所

個別最適な学び信頼できる大人

同世代のつながり

自分のよさの自覚

エネルギーの低下
による不登校

エネルギーの蓄積

エネルギーの回復
不登校の改善

３ 岐阜市の取組

草潤中学校の取組からみえてきた不登校児童生徒への支援方法

大事にされ
ている実感

自己肯定感
の回復自己調整力

の育成
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校内フリースぺ―ス
（R５～ 中学校５校）

心のエネルギーが回復しつつある
児童生徒の居場所

○安心できる空間づくり
○フリースペース担任を配置
○個別や協働で学びができる
什器を整備

○自己選択できる柔軟なカリ
キュラム

成果
〇利用者の増加（４月３７人→７月６４人）
〇出席日数の増加した生徒（６０％）
※前年度不登校であり、設置前４か月(１２月～３月)と比較できる
生徒について検証

一定のニーズ（拡大の必要性）

４ 誰一人取り残さない不登校対策
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４ 誰一人取り残さない不登校対策

成果
〇利用者多数
R５第１回（６月２０日） 参加１１２名
R５第２回（６月２３日） 参加８０名

心のエネルギー不足で外出も難しい
児童生徒の居場所

オンラインを活用した
不登校児童生徒への支援（R４～）

○R４.１０～ 計６回開催
○顔を出さずアバターで参加可能
○ニーズに応じ３種の部屋を開設
相談ﾙｰﾑ：1対1で話をしたい人向けの部屋
ﾌﾘｰﾄｰｸﾙｰﾑ：何人かで話をしたい人向けの部屋
授業ﾙｰﾑ：身近なものから学ぶ30分程度の授業

不登校・教育相談担当指導主事が対応

13



４ 誰一人取り残さない不登校対策

参加者アンケート結果

メタバース教室の良い所
はどんなところですか？

（保護者対象）メタバース教室
があったらお子さんを通わせた

いと思いますか？

オンラインを活用した支援について、児童生徒及び保護者のニーズや期待は大きい

オンラインを活用した
不登校児童生徒への支援（R4～）

設問：メタバース教室を開設してほしい理由は？
回答：○ここしかしゃべれないから ○不登校の子たちの支えになると思うから

○安心して過ごせるから ○いろんな境遇の人でも学び楽しめるから
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連携・協力

情報共有・連携

情報共有・連携

情報共有・連携
連携・協力

不登校児童生徒
市内１,０００人超

・特別な教育課程
・選択可能なカリキュラム
・草潤サポート（登校型及び
オンライン支援）

４ 誰一人取り残さない不登校対策
「いつでも・どこでも・だれかとつながる」

草潤中学校を中心とした、エールぎふ・校内フリースペース・オンラインを活用した
支援等により、誰一人取り残さない不登校児童生徒への支援体制の構築へ

子ども・若者
総合支援センター
（エールぎふ）

不登校特例校
草潤中学校

オンライン
自立支援教室

学 校

児童センター

コミュニティセンター
民間フリースクール

スクールカウンセラー
スクールソーシャルワーカー
ケース会議
自立支援教室（4か所）

ノウハウの展開 メタバースの活用
オンラインでの相談活動・学習支援

校内フリースペース（市内５校）
・生徒指導を中心とした個別のアセスメント
・ほほえみ相談員・スクールカウンセラー・スクール相談員配置
・相談室対応、放課後登校対応
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不登校児童生徒への未然防止・早期対応

・生徒指導への組織的対応
・いじめ防止対策推進委員会
・教育相談委員会
・ケース会議
・校内研修の企画・運営

・自己存在感、自己肯定感、
自己有用感を育成する
指導の工夫

・互いの個性や多様性を
認め合う学級経営

・ハートフルサポーターの配置

・スタディサプリ等タブレット
を活用した学習支援

安心して学べる学校である
ための教師力向上

一人ひとりのよさや
可能性の伸長
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４ 誰一人取り残さない不登校対策



不登校児童生徒への未然防止・早期対応

・ここタンの活用
・心のアンケート結果の活用
・いじめアンケート結果の活用
・Wサポートプランの実施
・スクールカウンセラー、
スクール相談員の派遣

・スクールソーシャルワーカー
の派遣

・ほほえみ相談員の配置
・不登校の状況に関する
アセスメントの実施

・個別支援プログラムの作成
・別室登校、放課後登校等
への対応

児童生徒のSOSの
早期発見・早期対応

個に応じたケアや支援
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４ 誰一人取り残さない不登校対策



４ 誰一人取り残さない不登校対策
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個別最適な学び

同世代のつながり

安心できる居場所

信頼できる大人

自分のよさの自覚

岐阜市内約３万人の児童生徒、誰もがかけがえのない学生時代を
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論点整理
本日は、主に以下の事項についてご協議いただきたい

〇誰もが安心して学ぶための学校・居場所づくりに
必要な視点・取組について
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